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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は複雑な視覚刺激に対する選好（好み）を決定する心理的メカニズムを解明する
ことを目的とした。特に刺激の物理特性と観察者の経験との相互作用に注目し、実験的な
検討を進めてきた。その結果、顔刺激を用いた視線手がかり課題において、視線の予測性
を潜在的に学習することによって、顔に対する選好が変化すること、その変化が刺激の呈
示頻度の分布という課題の全体構造に依存していることが明らかになった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research project was to clarify the psychological mechanisms that 

determine preference for a complex visual stimulus such as a natural scene or face. In this 

project, I focused on the interaction between the physical properties of the visual stimuli 

and observers’ experience. In a series of experiments with a gaze-cueing paradigm, it was 

found that preference on faces was modulated by statistical information embedded in the 

current task setting. 
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１．研究開始当初の背景 

人間の認知処理において選好や印象がど

のようにして形成されるのかという問題は、

非常に重要な研究テーマとして心理学だけ

ではなく哲学・芸術学など幅広い研究分野で

議論がなされてきた。選好を決定する要因は、

対象の物理特性要因と観察者の認知的要因

の２つに大別できる。物理特性要因に関する

心理学研究としては、古くはゲシュタルト学

派がパタンの幾何学的規則性の観点から視

覚図形の「よさ」を定義しようとした。一方、

認知的要因に関しては観察者のもつ来歴（経

験）の影響が古くから指摘されており、非常

に多くの研究知見が報告されている。その典

型例が、刺激を繰り返し呈示されることによ

って、その刺激に対する選好が増加する単純

接触効果である（Zajonc, 1968）。単純接触効

果に関しては最近 10 年でも 100 報近い論文

報告がなされており盛んに研究が行われて

いるが、未だメカニズムの最終的な理解には

至っていない。特に複数のオブジェクトから

構成されるような複雑な視覚場面に対する
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選好・印象形成過程については未解明の部分

が多く、ブレイクスルーとなる新たな研究が

求められていた。 

２．研究の目的 

 本研究計画の最終的な目的は、複雑な視覚

場面における選好・印象形成過程の解明であ

る。この研究目的を達成するために平成 23

年度・24 年度の二ヶ年では、無意識的学習パ

ラダイムを利用した新しい実験系を確立し

た上で、選好・印象形成過程における刺激の

物理特性要因と観察者の認知的要因の相互

作用を検討した。そして、視覚場面の全体的

特徴（場面の布置情報）と局所的特徴（場面

を構成するオブジェクトの形態情報）の相互

作用を明らかにすることによって、より複雑

な場面における選好・印象形成過程を解明す

るための基盤となる研究知見を得ることを

目指して研究が遂行された。 

３．研究の方法 

 本研究計画で用いる実験課題の基本的構

造は、無意識的学習パラダイムで画面の全体

的特徴あるいは局所的特徴を潜在的に学習

したのちに、学習した特徴に対する選好判断

を求めるという実験方法に基づいた（Ogawa & 

Watanabe, 2011）。例えば、顔刺激を用いた

場合には、視線手がかり課題などの顔のアイ

デンティティとは関連のない課題を被験者

に繰り返し行わせる。その時に被験者に気づ

かれないように、顔の全体的な特徴や、部分

的な構造などを繰り返して呈示することに

よって潜在的な学習を生起させることが出

来る。これによって、潜在的に学習された情

報が、その後の顔刺激に対する選好にどのよ

うな影響を及ぼすかを検討することができ

る。 

 さらに、刺激の物理特性要因（ランダム

性・対称性・フラクタル次元など）と観察者

の認知的要因（来歴）を独立して操作するこ

とによって、選好・印象形成過程への影響を

検討する方法を採った。 

４．研究成果 

まず約 450枚の顔写真からなる刺激データ

ベースを完成させた。その上で、顔刺激に対

する潜在学習による選好の変化を視線手が

かり課題（Bayliss & Tipper, 2007）を使っ

て検討する実験系を確立した。「刺激の物理

特性と観察者の来歴の相互作用の解明」とし

て、顔刺激の持つベースの魅力度と観察者の

来歴の関係を明らかにするために、実験内で

の刺激の呈示回数によって観察者の来歴を

操作し選好の変化への影響を検討した。 

視線手がかり刺激として、18 歳から 45 歳

までの男女 100 名の顔写真を用意した。逸視

画像は、直視画像を Photoshop で画像処理す

ることによって作成した。ターゲット刺激と

して、生物画像（イヌ・ネコ・その他ほ乳類・

昆虫）118 枚と、物品画像（文房具・食器・

乗り物・服飾品など）137 枚を用意した。 

実験は、視線手がかり課題・信頼性判断課

題・顕在的再認課題の 3つの課題セッション

から構成されていた。視線手がかり課題セッ

ションでは、被験者は、画面中央に顔写真が

2,000 ms呈示されたのちに顔の左右いずれか

に呈示されるターゲット画像が生物か非生

物を判断することを求められた。このとき、

ターゲットが呈示される 500 ms 前に画面中

央の顔写真が左右のいずれかに目線を向け

た。半数の顔では、常にターゲットが呈示さ

れる位置に視線を向けた（有効手がかり顔）。

残りの半数は、常にターゲット呈示位置と逆

の位置に視線を向けた（無効手がかり顔）。

さらに顔刺激の呈示回数が操作され、480 試

行の実験内で 1, 2, 3, 6, 12 回のいずれか

の回数呈示された。 

その後、信頼性判断課題を行った。視線手

がかり課題で呈示されていた顔写真のうち、

性別・年齢・魅力度・呈示回数をもとにマッ

チングした二枚の有効手がかり顔と無効手

がかり顔が呈示され、被験者はどちらの顔が

より信頼できるように見えるかを判断する

ことが求められた。試行数は 200 試行であっ

た。 

さらに、視線の予測性と顔との関係に関す

る顕在的再認課題が行われた。被験者に視線

手がかり課題における視線方向の操作につ

いて説明した後に、信頼性判断課題と同様の

方法で二枚の顔写真を呈示して、どちらの視

線手がかりが有効であったかを判断させた。 

その結果、視線手がかり課題における反応

時間は、呈示回数にかかわらず、有効手がか

り試行において無効手がかりよりも短く、手

がかりによる反応時間の促進が生じている

ことがわかった。呈示回数（1−12）×手がか

り種類（有効・無効）の分散分析を行ったと

ころ、手がかり種類の主効果のみが有意であ

り（p = .011）、呈示回数は手がかり効果量



 

 

に影響しなかった。 

Figure 1 には、信頼性判断課題において有

効手がかり顔を「より信頼できる」と判断し

た試行の割合を示している。呈示回数が 1回

の顔はチャンスレベルよりも有意に高い割

合で信頼できると判断された（p = .026）が、

その割合は呈示回数が増えるにつれて低下

し、呈示回数 12 回の割合はチャンスレベル

よりも低い傾向にあった（p = .061）。顕在

的再認課題においては、呈示回数に関わらず

課題成績はチャンスレベルであり、顔と視線

の有効性との関係を意識的に再認すること

はできなかった。これは先行研究の結果とは

逆の傾向であるが、個別の刺激処理に課題全

体の構造が影響していると考えれば、結果の

違いを説明できる可能性がある。 

これらの結果をもとに、視線知覚による印

象形成メカニズムにおける、親近性と新奇性

の重み付けと課題構造の関係について現在

も検討を進めている。「視覚場面の全体的特

徴と局所的特徴の相互作用」についても個々

の顔刺激の魅力性と課題構造との関係を現

在検討中である。 
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